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研究分野：経済学理論 
科研費の分科・細目：経済学・応用経済学 
キーワード：教育の経済分析、システムデザイン、地域発展 
 
１．研究計画の概要 

本研究は教育のシステムデザインをテー

マとし、経済学的アプローチに基づいた理論

的枠組みを構築するとともに、実証的な分析

を行うことを目的とする。本研究の特徴とし

ては、教育成果が不確実な状況下における教

育の意思決定を記述する理論モデルを構築

し、それに基づき実証的な検証ならびに政策

的な提言を行うところにある。 
 
２．研究の進捗状況 

理論モデルの構築に関しては、各個人がそ

れまでの教育成果を前提として、自身の適性

や能力に関する期待値を条件付きでアップ

デートし、効用を最大化するよう教育に関す

る意思決定を各期に行う動学的理論モデル

の構築に努めた。そこでは、早い段階での専

門化（もしくは才能の選抜）は（最終的な教

育成果が不確実であるがゆえに）個人を過度

なリスクにさらす一方で、専門化を遅らせる

ことは、非効率な教育につながる。こうした

トレードオフに直面した状況で、専門化を行

うタイミングならびにその選抜基準に関し

て望ましい教育システムのあり方を検証し

たのが実証面での成果である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
理由：毎年度に掲げる計画通りに研究を進め、

その成果を研究会等で発表するとともに、一

部成果は、海外の専門誌に掲載される運びと

なっているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 理論モデルの構築と並行する形で、実証面

への応用に努める。具体的には、近年のコン

ピュータの進歩に伴い、より高度な分析が可

能になったことで注目を集めている動学的

意思決定モデルの構造推定手法を用いて、教

育および職業選択の意思決定に関わる諸要

因の推定を目的とした研究を行う。こうした

理論・実証両面からの分析を行うことで、教

育システムデザインの効率的なあり方や、経

済の発展や産業の多様化が教育の意思決定

ならびに（転職を含めた）職業選択に及ぼす

影響を明らかにすることが狙いである。 

 

５. 代表的な研究成果 
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